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特　
集
　

市
役
所
新
庁
舎
が
開
庁

安
全
性
・
利
便
性
な
ど

　
旧
庁
舎
の
課
題
を
ク
リ
ア



　
　

　
11
月
１
日
、
羽
島
市
役
所
の
新

庁
舎
が
開
庁
し
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
に
利
用
さ
れ
る
窓
口
を
１
階
に

集
約
し
た
配
置
と
し
、
総
合
窓
口

機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
し

た
案
内
サ
イ
ン
を
採
用
。
視
認
性

の
良
い
、
快
適
な
空
間
づ
く
り
に

配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
免
震
構
造
を
採
用
し
、

非
常
用
発
電
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

対
策
や
既
存
の
情
報
・
防
災
庁
舎

と
の
連
携
に
よ
り
、
命
を
守
る
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
や
地
下

水
を
利
用
し
た
庁
内
空
調
を
導
入

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
と
環
境
へ
の
負
荷
低
減
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
34
年
に
建
設
さ
れ
た
旧
庁

舎
は
、
こ
れ
ま
で
耐
震
補
強
工
事

は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
耐

震
性
能
を
示
す
I
S
値
は
、
公

共
施
設
に
求
め
ら
れ
る
０・
９
に

対
し
て
０・
２
４
５
と
い
う
極
め

て
低
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
震

度
６
強
の
地
震
で
倒
壊
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
分
散
庁
舎

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

全
て
解
決
し
て
い
ま
す
。
安
心
・

安
全
な
施
設
で
よ
り
良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
庁
舎
で
す
。

　
新
庁
舎
で
は
、「
迷
わ
な
い
」「
歩

か
な
い
」「
書
か
な
い
」
を
目
的

に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
出
生
や

死
亡
、
引
越
し
等
の
住
民
異
動
）

に
よ
り
発
生
す
る
各
種
制
度
の
手

続
き
等
の
一
部
受
付
を
集
約
す
る

「
総
合
窓
口
」（
市
民
課
内
）と「
お

く
や
み
窓
口
」（
保
険
年
金
課
内
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

迷
わ
な
い

〇 

必
要
な
手
続
き
を
一
覧
に
し
て

案
内
し
ま
す
。
案
内
一
覧
に

沿
っ
て
進
め
る
た
め
、
手
続
き

漏
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

〇 

市
民
課
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
案

内
係
）
を
番
号
発
券
機
付
近
に

配
置
し
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
届

出
案
内
や
証
明
書
申
請
の
記
入

補
助
等
を
行
い
ま
す
。

歩
か
な
い

〇 

住
民
異
動
に
関
連
す
る
窓
口
の

大
部
分
を
１
階
に
配
置
し
た
た

め
、
市
役
所
内
の
移
動
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

書
か
な
い

〇 

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
関
連
の
各
種

申
請
書
の
氏
名
・
住
所
等
を
シ

ス
テ
ム
か
ら
自
動
印
字
し
、
申

請
者
の
記
入
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
は
、
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
で
す
。

　
休
日
窓
口
業
務
は
、毎
月
第
２・

第
４
日
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
３
月
は
第
２
・
最
終
日
曜

日
、
４
月
は
第
１
・
第
４
日
曜
日

に
開
設
し
ま
す
。

　
休
日
・
夜
間
受
付
室
は
、
新
庁

舎
東
側（
ロ
ー
タ
リ
ー
前
）で
す
。

11月1日　業務スタート

　

羽
島
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　

機
能
的
な
庁
舎
が
開
庁　

安心・安全な庁舎　市民サービスも向上

　

開
庁
時
間
・
休
日
窓
口　

 

　

旧
庁
舎
が
抱
え
る
課
題

　

一
挙
に
解
決

　

総
合
窓
口
等
を
新
設
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問い合わせ先　新庁舎に関すること　管財課（内線2106）　総合窓口に関すること　市民課（内線2292）保険年金課（内線2264）

庁舎の特徴・フロアマップ

車椅子の人でも利用しやすい
　　　　　　　　　ローカウンター

多言語表記やサインなど
　　　　　　  来庁者の利便性が向上

地域に開かれた
　　　　　市民活用スペースの確保

効率化された照明・空調システム
　　　　　　　省エネルギーを実現

太陽光や地中熱など
　　　　　　  自然エネルギーを活用

免震基礎構造により
　　　　耐震性を確保した防災拠点
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各
種
届
出

　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
が
、
出
生
届
、

婚
姻
届
、
死
亡
届
な
ど
に
限
り
、

市
役
所
の
休
日
・
夜
間
受
付
で
受

け
付
け
ま
す
。
住
民
票
や
戸
籍
謄

抄
本
、
印
鑑
証
明
書
の
発
行
や
転

出
・
転
入
届
の
受
け
付
け
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
。

ご
み
収
集

　
可
燃
ご
み
の
収
集
は
、
１
月
１

日
の
み
休
業
し
、
１
月
３
日
か
ら

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

紙
類
、
ビ
ン
・
カ
ン
・
有
害

物
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
収
集
予
定
日
が
１
月

１
日
と
３
日
に
該
当
す
る
地
域

は
、
左
表
の
よ
う
に
振
り
替
え
ま

す
。
１
月
４
日
以
降
は
通
常
ど
お

り
収
集
し
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
の
搬
入
お
よ
び
積
替

施
設
（
江
吉
良
町
）
へ
の
緑
ご
み

の
直
接
搬
入
は
、
12
月
29
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　
粗
大
ご
み
・
緑
ご
み
の
搬
入
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
土
曜
日

の
緑
ご
み
回
収
は
、
１
月
１
日
㈯

と
８
日
㈯
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り

　
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
。
年
末
は
と
て

も
混
雑
し
ま
す
の
で
、
く
み
取
り

が
必
要
な
場
合
は
、
早
め
に
事
業

者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
病
院

　
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
。
救
急
患
者
は

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
で
救
急
担
当

医
が
診
察
し
ま
す
。

休
日
診
療

　
裏
表
紙
の
と
お
り
、
在
宅
当
番

医
が
休
日
診
療
を
行
い
ま
す
。
電

話
連
絡
の
上
、
必
ず
保
険
証
を
持

参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
往
診

は
あ
り
ま
せ
ん
。

年末年始の市役所業務や
各施設の営業日などは、
左表のとおりです。

公 共 施 設 名 等
令和 3 年 12 月 令和 4 年 1 月

25
（土）

26
（日）

27
（月）

28
（火）

29
（水）

30
（木）

31
（金）

1
（土）

2
（日）

3
（月）

4
（火）

5
（水）

市役所 × △ 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
証明書コンビニ交付 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
各コミュニティセンター × × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
市民会館・福祉ふれあい会館 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
児童センター 〇 〇 × 〇 × × × × × × 〇 〇
老人福祉センター 〇 × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
ぐるっと羽島（はしま観光交流センター） 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
羽島温泉 × 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 ×
市民病院 × × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
不二羽島文化センター・中央公民館 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇
図書館 〇 〇 × 〇 × × × × × × 〇 〇
歴史民俗資料館・映画資料館 〇 〇 × × × × × × × × × 〇
不二竹鼻町屋ギャラリー × × × × × × × × × × × ×
竹鼻まつり山車会館 〇 〇 × × × × × × × × × 〇
市コミュニティバス（はしまわる線） 〇 × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇
市営斎場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 △
資源物ストックヤード 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × ×
ごみの収集（可燃ごみ） 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇
し尿のくみ取り 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇

※ 12 月 26 日は市役所で休日窓口業務（午前 8 時 30 分～正午）を行います。
※ 市コミバス南部線は運休しません。12 月 29 日～ 1 月 3 日までは「日曜日・祝日ダイヤ」です。
※ 1 月 5 日は犬・猫等の火葬のみ行います。

該当地域
紙　　類

ビン・カン・有害物、
ペットボトル・
プラスチック類

収集予定日 振替日 収集予定日 振替日

江吉良町

舟橋町

1月1日
（変更前）

12 月 29 日
（変更後）

足近町
1月 3 日

（変更前）
12 月 29 日
（変更後）

※ごみは、必ず午前 8 時までに集積所へ出してください。

公共施設等の休業予定 （○＝営業、×＝休業、△＝一部変更して営業）

ごみの収集予定日が振り替えとなる地域

年末年始の休業ご案内12 月 25 日～1 月 5 日

資源・ごみ
分別アプリ

収集日の通知や分別方
法が検索できるアプリ

「さんあーる」です。

iPhone Android

　
市
で
は
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
集
団
接
種
、
市
内
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
を
計
画
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
11
月
17
日
時

点
で
、
１
回
目
の
接
種
を
し
た
人

は
５
万
３
８
１
３
人
、
接
種
率
は

88
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
。
2
回
目
の

接
種
を
し
た
人
は
５
万
２
８
３
７

人
、
接
種
率
は
87
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

　
2
回
目
の
接
種
か
ら
８
カ
月
を

経
過
し
た
人
に
、
３
回
目
と
な
る

追
加
接
種
を
行
い
ま
す
。
２
回
目

の
接
種
場
所
に
よ
り
予
約
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
。

　
２
回
目
の
接
種
か
ら
8
カ
月
を

経
過
し
た
人
に
、
順
次
「
予
約
日

時
と
接
種
場
所
を
記
載
し
た
接
種

券
」
を
送
付
し
ま
す
。

予
約
日　
２
回
目
接
種
か
ら
8
カ

月
経
過
後
（
例
：
２
回
目
接
種
が

6
月
10
日
の
場
合
、
2
月
10
日
以

降
に
追
加
接
種
）

※
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
よ
り

日
程
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

予
約
場
所　
原
則
、
２
回
目
接
種

と
同
じ
会
場

　
２
回
目
の
接
種
か
ら
8
カ
月
経

過
を
目
安
に
「
接
種
券
」
を
送
付

し
ま
す
。
ご
自
身
で
医
療
機
関
等

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
外
を
問
わ
ず
、
8
カ
月
以

上
経
過
し
て
も
接
種
券
が
届
か
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
は
子
育
て
・
健
幸
課
（
内
線
5

３
０
２
）、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
（
内

線
２
４
９
２
）

2 回接種2 回接種からから 8 カ月8 カ月
追加接種追加接種をを計画計画

新型コロナワクチン接種

　手作り絵本コンクール受賞作品　金賞に熊
く ま ざ わ

澤咲
さ ら

良さん

３
回
目
の
接
種

ヤモリのヤモちゃん
空飛んだ？

藤井 花奈さん

　コンクールに応募のあった 191 点の作品のうち、
5 点が入賞作品、10 点が入選作品に選ばれました。
入賞・入選者は次の皆さんです。（敬称略）
金賞＝熊澤咲良（竹鼻小 3）
銀賞＝淺野智博（竹鼻小 2）藤井花奈（竹鼻小 5）
銅賞＝小泉瑠音（中央小 6）番美妃（福寿小 6）
入選＝大澤叶実（足近小 1）西脇蒼真（竹鼻小 1）
後藤菜乃（竹鼻小 3）淺野智恵（竹鼻小 4）宮
内勇成（竹鼻小 5）坂本昊弥（中央小 3）柴田
恵輔（福寿小 5）佐藤志南（堀津小 4）佐藤壱
哉（堀津小 6）見須百恵（桑原学園 1）

ねむるんの
岐阜探検旅行
番 美妃さん

ぼくのまほうのことば

淺野 智博さん

星の涙

小泉 瑠音さん

たけちゃん・はなちゃん
長良川をすくえ！

～きせきの力で川に
愛と元気を～

熊澤 咲良さん

　 　長良川を舞台に、生き物が
仲良く暮らす世界を目指し、
たけちゃん・はなちゃんが活
躍します。
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2
回
目
の
接
種
場
所
が市

内
の
人

2
回
目
の
接
種
場
所
が市

外
の
人

問
い
合
わ
せ
先



　
88
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん

が
入
賞
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
＝
浅
野
留
衣
（
桑
原
学
園
８
）

優
秀
賞
＝
水
谷
亮
太
（
足
近
小
１
）
秋
田

脩
一
郎
（
小
熊
小
５
）
大
橋
慶
也
（
小
熊

小
６
）
番
娃
優
香
（
中
島
中
１
）
加
藤
万

侑
（
羽
島
中
３
）

　
最
近
、
日
本
人
の
ス
マ
ホ
所
持
率
が
九

割
を
上
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
う

か
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
事
件

で
亡
く
な
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
と
て

も
便
利
な
ス
マ
ホ
で
す
が
、
そ
の
裏
に
隠

れ
た
闇
に
つ
い
て
理
解
し
上
手
く
付
き

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
誹
謗
中
傷
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

事
は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
根
拠
の
な

い
悪
口
を
言
い
ふ
ら
し
て
、
他
人
を
傷
つ

け
る
行
為
で
す
。
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
深

く
傷
つ
き
自
分
で
命
を
絶
つ
と
い
う
選
択

を
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
自
分
で
命
を

絶
つ
と
い
う
程
辛
い
選
択
は
無
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
周
り
の
人
が
自
殺
に
追
い
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
実
を
受
け
て
私
も

自
分
の
考
え
を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
つ
目
に
考
え
た
事
は
、
今
の
時

代
、
画
面
を
タ
ッ
プ
す
る
と
い
う
行
為
に

よ
り
世
界
中
に
自
分
の
書
い
た
意
見
が
広

が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
良
い

意
見
も
悪
い
意
見
も
ど
ち
ら
も
届
い
て
し

ま
う
の
で
、
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
は
本

当
に
言
葉
選
び
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

安
易
な
気
持
ち
で
書
き
込
ん
だ
も
の
で

も
、大
勢
の
人
か
ら
の
一
言
が
重
な
る
と
、

と
て
も
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
指
先

の
少
し
の
動
作
で
人
の
人
生
を
動
か
す
力

を
持
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
慎
重

に
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
に
考
え
た
事
は
、
も
し
誰
か
に

悪
い
イ
メ
ー
ジ
や
意
見
を
持
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
自
分
の
心
に
し
ま
っ
て
お
く

と
い
う
選
択
肢
は
必
ず
あ
る
と
い
う
事
で

す
。
誰
か
を
自
殺
に
追
い
込
む
と
い
う
の

は
、
悪
い
意
見
が
そ
の
人
に
見
え
て
し

ま
っ
た
か
ら
起
こ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
思
っ
た
事
を
す
ぐ
に
、
全
て

発
信
す
る
の
で
は
な
く
心
に
し
ま
う
と
い

う
の
も
選
択
肢
に
入
れ
て
い
く
事
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
私
達
の

と
て
も
身
近
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
私
達
の
身
近
な
所
だ
と
、い
じ
め
、

陰
口
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
達

が
軽
い
気
持
ち
で
言
っ
た
言
葉
だ
っ
た
と

し
て
も
相
手
に
と
っ
て
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
だ
っ
た
り
、
触
れ
て
ほ
し
く
な
い
部
分

だ
っ
た
り
、
と
い
う
事
は
あ
り
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
な

く
す
た
め
に
も
、「
自
殺
し
た
人
が
い
る

ん
だ
。
ま
あ
私
に
は
関
係
な
い
け
ど
。」

と
人
ご
と
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
私
も
こ
れ
か
ら
発
言
に
は
気
を
つ
け
て

い
か
な
い
と
。」
な
ど
と
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
る
よ
う
な
人
が
増
え
て
い
け
ば

良
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
世
の
中
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
誹

謗
中
傷
で
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

な
く
す
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
た
っ
た
数
人
か
ら
で
も
誹

謗
中
傷
を
や
め
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
ネ
ッ

ト
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
こ
の
作
文
を
書
き
な
が
ら
、
改
め

て
自
分
の
言
動
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
は
、
ネ
ッ
ト
で
の
書
き

込
み
に
つ
い
て
や
、
自
分
の
言
動
に
つ
い

て
の
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
明
る
く

す
る
た
め
に
は
、
誹
謗
中
傷
な
ど
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
私
達
は
今
一
度
、
自
分
と
向

き
合
っ
て
自
分
の
言
動
を
改
め
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　社会を明るくする運動作文コンテスト　

最優秀賞作品を紹介

　
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小

学
５
年
生
～
中
学
３
年
生
を
対
象
に
人
権

作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
84
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の

皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
＝
林
真
衣
香
（
足
近
小
５
）
瀧

澤
香
來
（
羽
島
中
２
）

優
秀
賞
＝
大
野
礼
華
（
正
木
小
６
）
安
武

愛
紋（
竹
鼻
小
５
）岩
越
雅
季（
羽
島
中
３
）

　
私
の
兄
に
は
生
ま
れ
つ
き
障
が
い
が
あ

り
ま
す
。「
な
ん
ち
ょ
う
」
と
い
う
ち
ょ

う
覚
障
が
い
で
す
。
私
は
生
ま
れ
て
か
ら

今
ま
で
兄
の
こ
と
を
障
が
い
者
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

ほ
ち
ょ
う
器
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
ふ
つ
う

の
人
と
同
じ
よ
う
に
会
話
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
私
は
な
ぜ
同
じ
人
間
な
の
に
兄
の

よ
う
に
「
障
が
い
者
」
と
よ
ば
れ
る
人
が

い
る
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

　

兄
は
ほ
ち
ょ
う
器
を
し
て
い
な
い
と
、

さ
わ
が
し
い
場
所
で
言
葉
を
聞
き
取
る
こ

と
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ

ち
ょ
う
器
を
し
て
い
て
も
小
さ
な
声
が
聞

こ
え
づ
ら
か
っ
た
り
、
後
ろ
か
ら
話
し
か

け
ら
れ
て
も
気
づ
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
兄
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
周
り
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

「
自
分
は
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
」
と
い
う

こ
と
を
常
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
時

に
こ
ま
る
の
か
、
ど
う
い
う
時
に
助
け
て

も
ら
い
た
い
の
か
、
自
分
の
障
が
い
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

兄
は
自
分
の
障
が
い
に
よ
っ
て
こ
ま
っ
て

い
る
こ
と
だ
け
を
周
り
に
た
よ
り
、
障
が

い
を
理
由
に
せ
ず
、
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
兄
と
自
分
を
く
ら
べ
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
私
が
、「
聞
こ
え
」
に
つ
い

て
こ
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
な
く
て
こ

ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、

ほ
じ
ょ
器
具
に
手
助
け
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
た
、
身
長
が
高
い
私
は
、「
高
い

所
に
あ
る
物
を
取
っ
て
」と
よ
く
言
わ
れ
、

だ
れ
か
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
、
人
間
は
手

助
け
の
連
続
で
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
ま
っ
て
い

る
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
は
ち
が
い
ま
す
。

そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
や
得
意
な
こ
と
も

ち
が
い
ま
す
。
人
は
手
助
け
し
、
手
助
け

さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
で
す
。
兄
に

と
っ
て
苦
手
な
こ
と
は
「
聞
く
こ
と
」
た

だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。

　
私
は
こ
の
世
か
ら
「
当
た
り
前
」
と
い

う
言
葉
が
な
く
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
耳
が
聞
こ
え
る
こ
と
、
目
が
見
え
る

こ
と
、
何
不
自
由
な
く
手
足
が
使
え
る
こ

と
。
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
「
当

た
り
前
」
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
「
障
が

い
者
」
と
い
う
差
別
的
な
言
葉
が
生
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

障
が
い
に
対
す
る
へ
ん
け
ん
や
差
別
を
無

く
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
八
月

下
じ
ゅ
ん
か
ら
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始

ま
り
ま
す
。
兄
を
ふ
く
め
、
障
が
い
を
理

由
に
せ
ず
何
か
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
よ
う
と

す
る
人
た
ち
を
心
か
ら
そ
ん
け
い
す
る

し
、
そ
ん
な
す
が
た
に
勇
気
を
も
ら
い
ま

す
。
全
力
で
お
う
え
ん
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
だ
れ
よ
り
も
助
け
合
い
の
心

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 　
市
人
権
擁
護
委
員
会
が

市
内
の
中
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
「
人
権
に
関
す

る
習
字
」
の
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 　
今
年
は
１
５
７
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　

 

最
優
秀
賞
＝
後
藤
六
花

（
竹
鼻
中
３
）

　
　
　
　
　
　

 

優
秀
賞
＝
佐
藤
幸
奈
（
中

央
中
２
）
鈴
木
瑠
菜
（
中

央
中
３
）神
戸
南
那
実（
中

島
中
２
）

入
選
＝
宮
本
梨
衣
（
羽
島
中
３
）
不
破
瑠

泉
（
中
央
中
１
）
宮
地
麻
菜
美
（
中
央
中

２
）
今
井
千
彩
音
（
中
央
中
３
）
早
川
輝

（
桑
原
学
園
８
）
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人権習字コンテスト
最優秀賞に後

ご と う り っ か
藤六花さん
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最優秀賞を受賞した後藤六花さんと受賞作品

人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞
は 

林は
や
し

真ま

い

か
衣
香
さ
ん

足
近
小
学
校 

林は
や
し 

真ま

い

か
衣
香
さ
ん

 

障
が
い
に
つ
い
て

　
　
　
私
が
考
え
る
こ
と

桑
原
学
園 

浅あ
さ
の野 

留る

い衣
さ
ん

 

言
葉
の
重
み

作品は原文のまま掲載しています

　羽島保護区保護司会が市内の小・中学生を対象に募集した「社会を明るくする運
動作文コンテスト」の入賞作品が決まりました。



　公的年金制度は、老後の暮らしをはじめ、事故などで
障害を負ったときや、一家の働き手が亡くなったときに、
みんなで暮らしを支え合うという社会保障の考え方で作
られた仕組みです。国内に住む 20 歳以上 60 歳未満の全
ての人に、国民年金への加入が法律で義務付けられてい
ます。

　年金は「お年寄りのためのもの」と思いがちですが、
実は若い人にもたいせつです。若くても万が一のときは

「障害年金」や「遺族年金」が受け取れます。
・65歳以上になったとき（老齢基礎年金）
・病気やけがで障害が残ったとき（障害基礎年金）
・家族の働き手が亡くなったとき（遺族基礎年金）

　20 歳になった人には、日本年金機構から国民年金に加
入したことをお知らせします。後日「年金手帳」（令和 4
年 4 月 1 日から、基礎年金番号通知書に変わります）が
手元に届きます。年金手帳は保険料納付の確認や将来年
金を受け取る際に必要ですので、たいせつに保管してく
ださい。

■国民年金とは

■こんなとき こんな年金が

■国民年金の受給要件の違い

■ 20 歳になったら

　保険料の納付が経済的に困難な場合は、保険料の納付
が免除または猶予される制度があります。
・在学中の保険料納付が猶予されます（学生納付特例）
・�50 歳未満で学生以外の人の保険料納付が猶予されます
（納付猶予）
・所得に応じて保険料が免除されます（全額・一部免除）
　保険料を未納のまま放置すると、老後の年金額に影響
が生じるだけでなく、万が一のときに障害年金や遺族年
金が受けられなくなる場合があります。納付に困ったと
きは、ご相談ください。

■保険料の納付が難しいときは

■保険料は全額控除の対象

備えて安心 あなたをサポート 国民年金

　国民年金保険料は全額「社会保険料控除」の対象です。
　年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告するため
の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が毎年
11 月上旬に日本年金機構から送付されます。（10 月以降
に、その年初めて国民年金保険料を納付された人は翌年
2 月上旬に送付されます）
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の再発行
が必要な場合は、岐阜南年金事務所☎（273）6161 へお
問い合わせください。

免除 納付猶予 学生納付特例 未納

年金を受けるための
資格期間 受給資格期間に入る 受給資格期間に

入らない

受け取るときの
老齢基礎年金には 反映される 10 年以内に追納しないと反映されない 反映されない

障害・遺族基礎年金を
受けるための資格期間 受給資格期間に入る 受けられない場合がある

後から保険料を
納めることは

10 年以内ならさかのぼって納めることができる
※経過して 3 年度以降は、一定の金額が加算される

2 年を過ぎると
納めることができない

・自身の年金記録の確認
・将来の年金見込額の試算
・電子版「ねんきん定期便」の閲覧
・受給に関する各種通知書の確認

ねんきんネットの利用は登録が必要です。
日本年金機構のホームページからご確認ください。
問い合わせは、日本年金機構ナビダイヤル
0570（058）555 へ
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■ねんきんネットでできること

 　
令
和
２
年
度
の
上
下
水
道
事
業

の
運
営
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
事
業
の
効
率

化
と
透
明
性
向
上
の
た
め
、
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
し
、
経
理
方
式
を
民

間
企
業
に
準
じ
た
公
営
企
業
会
計

へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
水
を
安
定
的
に
供
給
し

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、引
き
続
き
施
設
や
配
水
管・

管
渠
の
計
画
的
な
整
備
に
努
め
ま

す
。　

上
水
道

��

収
支
決
算
　

　
収
益
的
収
支
の
収
入
は
８
億
９

６
２
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
４

１
万
円
（
０
・
２
%
）
増
加
し
ま

し
た
。
支
出
合
計
は
６
億
６
１
３

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
５
３
１
５

万
円（
９・６
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　
収
入
と
支
出
を
差
し
引
き
し
た

純
利
益
は
２
億
３
４
９
万
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
５
１
７
４
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

��

加
入
状
況

　
令
和
２
年
度
末
の
給
水
戸
数
は

２
万
４
５
２
９
戸
で
、
年
間
給
水

量
は
７
１
９
万
６
８
４
3
㎥
（
１

日
平
均
１
万
９
７
１
７
㎥
）
で
し

た
。

��

改
良
工
事

　
桑
原
水
源
地
更
新
工
事
、
下
水

道
管
の
布
設
に
伴
う
配
水
管
の
布

設
替
え
工
事
や
、
配
水
管
布
設
工

事
な
ど
を
施
工
し
、
布
設
総
延
長

は
５
４
５
９
ｍ
で
し
た
。

　
下
水
道

��

収
支
決
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
は
18
億
１

２
１
７
万
円
で
、
支
出
は
14
億
３

８
４
７
万
円
で
し
た
。
収
入
と
支

出
を
差
し
引
き
し
た
純
利
益
は
、

３
億
７
３
７
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

��

加
入
状
況

　
令
和
２
年
度
末
の
水
洗
化
人
口

は
２
万
３
５
４
５
人
で
、
年
間
有

収
水
量
（
料
金
収
入
に
繋
が
っ
た

水
量
）
は
２
５
６
万
６
３
６
４
㎥

（
１
日
平
均
７
０
３
１
㎥
）
で
し

た
。

��

改
良
工
事

　
正
木
町
須
賀
、不
破
一
色
地
区
、

福
寿
町
平
方
地
区
の
下
水
道
管
渠

布
設
工
事
を
施
工
し
、
布
設
総
延

長
は
６
３
０
６
m
で
し
た
。

公
営
企
業
会
計
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 決算グラフの見方

　公営企業会計のルールに基づき、上水道事業、下水
道事業ともに「収益的収支」「資本的収支」の観点から
グラフを作成しています。
　「収益的収支」は、上水道事業では水道水をお届けす
るための費用、下水道事業では汚水を処理するための
費用を表しています。「資本的収支」は、施設をつくる
ための費用を表しています。

下水道事業決算　 上水道事業決算

収入
8 億 962 万円

支出
6 億 613 万円

水道料金
7 億 106 万円

その他
（他会計負担金
預金利息など）
1 億 856 万円

借入金利息
913 万円

電力料や
修繕費用など
1 億 2,538 万円

施設の償却費
2 億 9,392 万円

運営する
ための費用
1 億 7,770 万円

不足額
内部留保金を充当
3 億 7,743 万円

不足 収入

借入金
1 億 5,000 万円

分担金や
負担金など
9,835 万円

借入金の
返済
5,552 万円

施設の 整備などに
要する費用
5 億 7,026 万円

　　 支　出
6 億 2,578 万円

収入
18 億 1,217 万円

支出
14 億 3,847 万円

下水道使用料
2 億 8,511 万円 その他

一般会計補助金
県補助金など
15 億 2,706 万円

運営する
ための費用
2 億 8,854 万円

施設の償却費
8 億 6,031 万円

電力料や
修繕費用など
5,578 万円

借入金利息
2 億 2,284 万円

特別損失
1,100 万円

不足 収入
　　 支　出
17 億 6,467 万円

不足額不足額
内部留保金を充当内部留保金を充当
5 億 9,310 万円5 億 9,310 万円

国庫補助金国庫補助金
2 億 2,650 万円2 億 2,650 万円

借入金借入金
5 億 210 万円5 億 210 万円

その他
（受益者負担金など）
4 億 4,297 万円

施設施設のの整備整備などになどに
要要するする費用費用
8 億 3,064 万円8 億 3,064 万円

借入金の返済借入金の返済
9 億 3,403 万円9 億 3,403 万円

左上グラフ：収益的収支
右下グラフ：資本的収支

施設施設のの整備整備などになどに
要要するする費用費用
8 億 3,064 万円8 億 3,064 万円 左上グラフ：収益的収支

右下グラフ：資本的収支

借入金の返済借入金の返済
9 億 3,403 万円9 億 3,403 万円

問い合わせ先
経営課

（内線 2164）

上
下
水
道
と
も　

安
定
運
営
を
維
持
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※ 職員手当には退職手当を含みません。
※ 職員数は、令和 2 年 4 月 1 日時点の人数です。

　　職員の給与や職員数の状況についてお知らせします。詳細は、市ホームページでご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　職員課（内線 2373）

市職員の給与・定員管理を公表します

　1　職員の給与の状況

（1）人件費の状況 ( 普通会計決算 )

区分
住民基本台帳人口

（2 年度末）
歳出額

A
実質
収支

人件費
B

人件費率
B/A

（参考）
元年度の
人件費率

2 年度
人

67,241
千円

30,781,507
千円

616,300
千円

3,162,097
%

10.3
%

12.9

（2）職員給与費の状況 ( 普通会計決算 )

区分
職員数

A

給与費 1 人あたり
給与費
B/A給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計　B

2 年度
人

363
千円

1,156,838
千円

220,961
千円

480,450
千円

1,858,249
千円

5,119

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

一般行政職 41.2 歳 293,900 円 358,700 円 322,200 円

技能労務職 47.6 歳 253,500 円 262,100 円 253,500 円

　2　職員の手当の状況

1 人あたり平均支給額（2 年度）
（2 年度支給割合）

期末手当 勤勉手当
1,324 千円 2.6 月分 1.9 月分

（1）期末手当・勤勉手当

（2）時間外勤務手当（普通会計決算）

支給実績（2 年度決算） 78,975 千円
職員 1 人当たり平均支給年額（2 年度決算） 359 千円

支給実績（元年度決算） 109,237 千円
職員 1 人当たり平均支給年額（元年度決算） 448 千円

（3）その他の手当（普通会計決算）

手当名 支給実績
（2 年度決算）

支給職員 1 人当たり
平均支給年額

（2 年度決算）
扶養手当 41,156 千円 237,900 円
住居手当 14,228 千円 284,600 円
通勤手当 14,752 千円 42,300 円

管理職手当 55,269 千円 690,900 円
宿日直手当 983 千円 5,600 円

　3　特別職の報酬等の状況

区分 給料月額等 期末手当
市長 748,000（880,000）円

（2 年度支給割合）
　6 月期　2.25 月分
12 月期　2.25 月分

計　4.5 月分

副市長 652,800（725,400）円
教育長 576,000（640,000）円
議長 420,000（441,750）円

副議長 393,000（413,250）円
議員 375,000（394,250）円

※ 令和 3 年 4 月 1 日時点の額です。
※ 給料月額等の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※ 減額率は、市長 15%、副市長・教育長 10%、議員 4.7% です。

　4　職員数の状況

部門別職員数の状況と主な増減理由 ( 各年 4 月 1 日時点 )

区分

部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
令和 3 年 令和 2 年

普
通
会
計

一
般
行
政

議会 4 4 0
総務 101 100 1 庁舎移転管理業務等による増
税務 25 25 0
民生 32 32 0
衛生 31 30 1 家庭系ごみ有料化業務等による増
労働 0 0 0

農林水産 14 14 0
商工 7 7 0
土木 21 21 0
計 235 233 2

教育 44 47 △ 3 社会教育関係業務等の見直しによる減
消防 80 83 △ 3 職員の退職による減
小計 359 363 △ 4

公
営
企
業
会
計

病院 325 330 △ 5 職員の退職による減
水道 10 10 0

下水道 10 10 0
その他 18 18 0
小計 363 368 △ 5

合計 722 731 △ 9

職員数の推移 ( 普通会計部門 )

（人）

（年度）

（3）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

※ 令和 3 年 4 月 1 日時点の金額です。

※ 職員数は一般職に属する人数です。

351

357
354

363
366

363
359

税
務
課
職
員

●
内
容
＝
税
務
関
係
の
補
助
業
務

●
人
員
＝
６
人　
●
資
格
＝
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と　
●
期

間
＝
令
和
４
年
１
月
20
日
～
３
月

31
日　
●
申
し
込
み
方
法
＝
12
月

13
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出　

●
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
内
線
２

２
３
７
）
へ

　
令
和
4
年
４
月
か
ら
の
放
課
後

児
童
教
室
利
用
の
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。
※
夏
季
休
業
期

間
の
利
用
申
請
も
受
け
付
け
ま

す
。

●
受
付
期
間
＝
12
月
６
日
～
令
和

4
年
１
月
7
日　
●
申
請
方
法
＝

期
間
内
に
各
放
課
後
児
童
教
室
ま

た
は
子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請
書

類
を
提
出　
●
詳
し
く
は
、
子
育

て
・
健
幸
課
（
内
線
２
５
２
２
）

へ

　
市
民
菜
園
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象
＝
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
市
内
在
住
者
で
、
１

世
帯
に
つ
き
１
人　
●
募
集
区
画

＝
1
区
画
（
30
㎡
）　

●
貸
付
場

所
＝
竹
鼻
町
西
的
場　
●
貸
付
期

間
＝
令
和
４
年
１
月
１
日
～
令
和

６
年
３
月
31
日　
●
利
用
料
金
＝

１
区
画
に
つ
き
年
間
３
０
０
０
円　

●
申
し
込
み
方
法
＝
所
定
の
市
民

菜
園
借
受
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
農
政
課
へ
提
出
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定　
●
申
込
期
限
＝
12
月
16
日

㈭　
●
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
内

線
２
６
５
２
）
へ

開
館
時
間

　
図
書
館
の
開
館
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
が
、

12
月
28
日
㈫
、
令
和
４
年
１
月
4

日
～
6
日
は
午
前
9
時
か
ら
開
館

し
ま
す
。

◇
休
館
日
＝
12
月
6
日
～
10
日
・

13
日
㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
・
29

日
～
令
和
４
年
１
月
３
日

※
休
館
中
は
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
竹
鼻
線
開
通
１
０
０
周

年
～
軌
跡
を
た
ど
り
、
そ
し
て
未

来
へ
～
展
」

●
期
間
＝
12
月
12
日
㈰
ま
で

テ
ツ
ド
ウ
モ
ケ
イ
運
転
会

　
名
鉄
と
新
幹
線
を
メ
イ
ン
と
し

た
運
転
体
験
が
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
12
月
12
日
㈰　
●
時
間

＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分

映
画
の
集
い
「
二
十
四
の
瞳
」

●
期
日
＝
12
月
11
日
㈯　
●
時
間

＝
午
前
10
時
～
、
午
後
2
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
水
墨
画
展
」

桑
原
町　

青
木
清
さ
ん

●
期
間
＝
12
月
19
日
㈰
ま
で

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
12
月
6
日
㈪
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
～
令
和
４
年

1
月
４
日

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　
ク
リ
ス
マ
ス
が
テ
ー
マ
の
ゲ
ー

ム
や
英
語
の
歌
で
楽
し
み
ま
す
。

●
定
員
＝
小
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
8
人　
●
日
時
＝
12
月
23
日
㈭

午
後
4
時
15
分
～
5
時　
●
場
所

＝
福
寿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

●
参
加
料
＝
会
員
3
０
０
円
、
非

会
員
５
０
０
円　
●
申
込
期
限
＝

12
月
20
日
㈪

幼
児
向
け
英
語
遊
び

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　
●
日
時
＝
12
月

16
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15

分　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
●
申
込

期
限
＝
12
月
13
日
㈪

※
申
込
多
数
の
場
合
会
員
優
先

●
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　
安
心
し
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
警
戒

巡
視
活
動
を
市
内
各
町
で
実
施
し

ま
す
。

●
期
間
＝
12
月
26
日
～
30
日　
●

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
9
時
の

内
、１
時
間
程
度　
●
詳
し
く
は
、

消
防
総
務
課
☎
（
３
９
２
）
２
６

０
１
へ

♨今月の羽島温泉の休館日　12月 6日 ( 月 )・15日 ( 水 )・25日 ( 土 )
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ガイド
  月の

募

集

 

会
計
年
度
任
用
職
員

催

し

 

放
課
後
児
童
教
室
利
用
者

 

図
書
館

 

国
際
交
流
協
会
の
催
し

  

市
民
菜
園
の
利
用
者

そ
の
他

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

12

 

年
末
夜
間
特
別
警
戒

締結された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

市内全域
田 ４,666 円 １４，０３０円 ３，４６５円 105

畑 ９，６９３円 １０，２７２円 ５，０００円 6

　令和 2 年 11 月から令和 3 年 10 月までに締結された賃貸
借における賃借料（10 ａ当たり）※施設園芸は除く
問い合わせ先　農業委員会（内線 2632）

農地賃借料情報市美術展（一般の部）
会期　12 月 15 日～ 19 日　午前 10 時～午後 5 時
　　　（最終日は午後 3 時まで）
会場　不二羽島文化センター 101 展示室円空
作品募集
募集部門　日本画、洋画、書、写真、彫刻・工芸、デザイン
申し込み方法　 12 月 5 日 ( 日 ) 午前 9 時 30 分～午後 4 時

30 分に会場へ作品を搬入
応募点数　1 部門につき 1 人 1 点　出品料　1 点 1,500 円
問い合わせ先　羽島市地域振興公社☎（393）4711



　　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
す
る
こ
と
が
難

し
い
小
・
中
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
に
学
用
品
費
な
ど
を

援
助
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
学

校
の
先
生
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
に

令
和
４
年
度
新
入
学
予
定
の
児
童
の
保
護

者
で
希
望
す
る
人
は
、
令
和
４
年
１
月
７

日
か
ら
21
日
ま
で
に
、
学
校
教
育
課
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
（
内
線
６

３
１
５
）

　
住
宅
や
工
場
、
倉
庫
な
ど
の
建
物
を
取

り
壊
し
た
人
は
、
12
月
28
日
ま
で
に
税
務

課
資
産
税
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
職
員
が
市
内
を
巡
回
し
て
建
物

の
状
況
を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
取

り
壊
し
工
事
は
、
日
数
が
短
い
た
め
に
調

査
漏
れ
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
調
査
漏
れ
に
な
る
と
、
来
年
度
も
取
り

壊
し
た
建
物
に
税
金
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

早
め
の
届
け
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
の
人
の
経
済
的

自
立
の
助
成
と
生
活
の
安
定
を
図
り
、
扶

養
し
て
い
る
子
ど
も
の
福
祉
を
増
進
す
る

た
め
、
修
学
や
技
能
習
得
な
ど
全
12
種
類

の
資
金
の
貸
し
付
け
を
無
利
子
ま
た
は
低

金
利
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
主
体
は
岐
阜
県
で
す
が
、
市
内
に

住
民
票
が
あ
る
人
の
相
談
や
申
請
手
続
き

は
、
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

　
審
査
を
経
て
、
貸
付
金
の
振
り
込
み
ま

で
に
は
２
、
３
カ
月
を
要
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）

　

今
年
１
年
間
に
納
め
た
保
険
税
（
料
）

の
全
額
が
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告

の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
領
収
書
な
ど
は
た
い
せ
つ
に
保
管

し
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
年

末
調
整
を
す
る
人
は
、
勤
務
先
で
控
除
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
未
納
の
期
間
や
免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
税
（
料
）
を
今
年
に
な
っ
て
納
め
た

場
合
や
、
配
偶
者
な
ど
扶
養
家
族
の
保
険

税
（
料
）
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
に
お
い
て
、
特
別

徴
収
（
公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
人

は
納
付
し
た
本
人
・
普
通
徴
収
（
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
）
の
人
は
実
際
に
負
担

し
た
人
が
控
除
で
き
ま
す
。

※
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
済
額
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
に
よ

る
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
が
必
要
な
場
合

は
、
税
務
課
・
保
険
年
金
課
・
高
齢
福
祉

課
に
、
申
請
す
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
っ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴
収
に
よ
る

納
付
済
額
は
、
令
和
４
年
１
月
下
旬
に
、

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
、
11
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
国
民
健
康
保
険

税
係（
内
線
２
２
３
９
）、保
険
年
金
課（
国

民
年
金
係
・
内
線
２
２
６
４
、
後
期
高
齢

者
医
療
係
・
内
線
２
２
６
７
）、
高
齢
福

祉
課
（
内
線
２
５
５
４
）

　
誰
に
で
も
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
が
い

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
は
多
種
多
様
で
、
分
か
り
に
く
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
障
害
福
祉
へ
の
関
心
を
深

め
、
誰
も
が
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
の
た
め
の
制
度

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介
護
、
生

活
介
護
、
短
期
入
所
、
施
設
入
所
支
援
な

ど
）
の
支
給
、
補
装
具
費
の
支
給
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
、
自
立
支
援
医
療
・
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
、
鉄
道
や

バ
ス
の
運
賃
・
有
料
道
路
な
ど
公
共
料
金

の
割
引
、
年
金
、
手
当
、
税
の
控
除
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
障
が
い
の
程
度
や
区
分
に
よ
り

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

２
）

　　
10
月
20
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
加
入
し
て
い
る
保
険

が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
今
ま
で
と
同
様
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
医
療
機
関
等

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
対

応
の
医
療
機
関
・
薬
局
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

登
録
の
方
法

　

利
用
す
る
た
め
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
用
意

の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
４
桁
の
暗
証
番
号
が
必
要

で
す
。

〇 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
に

対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
備
え
た
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
」
を
開
き
、
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

〇 

羽
島
市
役
所
や
保
険
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医
療
保
険

係
（
内
線
２
２
６
２
）

　
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
1
日
㈮
に

改
正
さ
れ
、
時
間
額
８
８
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
左
表
の
産
業
に
従
事
す
る

労
働
者
は
、
12
月
21
日
㈫
か
ら
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
☎

（
２
４
５
）
８
１
０
４

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
う

ち
、
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に
加
入
（
切

り
替
え
）
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
や
共
済

保
険
な
ど
に
加
入
で
き
な
い
人
が
加
入
す

る
保
険
制
度
で
す
。
社
会
保
険
等
の
被
保

険
者
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
家
族
（
配

偶
者
な
ど
）
は
、
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者
と
し
て
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
勤
務
先
な
ど
に
加
入
の
可

否
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役
所
で
国
民

健
康
保
険
の
資
格
変
更
（
切
り
替
え
）
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
加
入
さ
れ
た
全
員
の
社
会
保
険

等
の
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
、
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医
療
保
険

係
（
内
線
２
２
６
２
）

　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
12
月
11

日
か
ら
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
日
没
が
早
く
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
薄
暮
の
時
間
帯
の
交

通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
掛
け
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に

か
け
て
多
発
す
る
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（
内
線
２

１
５
２
）

　　

12
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納

期
限
は
12
月
27
日
㈪
で
す
。

　　
旧
庁
舎
の
記
者
室
も
見
納
め
か
と
訪
ね

ま
し
た
。
往
時
の
机
が
並
び
、
記
者
ク
ラ

ブ
に
属
し
て
い
る
の
は
８
社
だ
そ
う
で

す
。
メ
ー
ル
連
絡
が
主
で
記
者
が
常
駐
す

る
こ
と
は
稀
。
原
稿
が
手
書
き
の
30
数
年

前
は
、
い
つ
も
記
者
が
い
ま
し
た
。

　
幾
多
の
記
者
が
、
こ
の
記
者
室
に
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
市
内
に
住
ん
で
取

材
し
て
ま
し
た
。

　
任
地
に
住
む
意
味
は
大
き
い
で
す
。朝
、

街
が
ど
こ
か
ら
動
き
だ
す
か
。
地
域
を
肌

で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
政
を
納
税

者
目
線
で
見
ら
れ
ま
す
。
選
挙
取
材
で
個

人
演
説
会
場
を
回
る
と
、
知
ら
な
い
道
が

多
く
、
表
通
り
し
か
取
材
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
―
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
街
に
〝
つ
か
る
〟
と
そ
の
素
顔
や
住
民

感
情
、
課
題
が
見
え
ま
し
た
。「
地
域
に

と
っ
て
の
良
し
悪
し
」
は
大
事
で
す
。<

暮

ら
し
の
目
線>

が
備
わ
り
ま
し
た
。　

　
東
京
・
し
た
ま
ち
支
局
時
代
に
街
に
分

け
入
れ
た
の
は
、
羽
島
で
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
浅
草
は
商
売
の
す
ぐ
裏
手

に
生
活
が
あ
り
ま
し
た
。
住
ん
で
こ
そ
見

え
る
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

12
月
の

岐
阜
県
最
低
賃
金　

８
８
０
円

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
制
度

税
・
料
の
納
付

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

12 月 12 日 ( 日 )・26 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
料
・
介
護
保
険
料
は
税
金
の

控
除
対
象
で
す

小
・
中
学
校
等
の

児
童
生
徒
へ
の
就
学
援
助

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

12
月
28
日
ま
で
に
届
け
出
を

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に

加
入
で
き
ま
せ
ん
か

12
月
3
日
か
ら
9
日
は

障
害
者
週
間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
可
能

利用できる
医療機関等

登録の方法

航
空
機
・
同
附
属
品
製
造
業

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
・
電
気
機
械
器
具
・

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

産　
業

９
７
１
円

９
５
１
円

９
０
７
円

最
低
賃
金

水 紋
－ 目線 －  

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　



資料の閲覧・配布 市ホームページ、担当課、各コミュニティセンター
羽島市教育振興基本計画（案）
意見募集期間　11 月 29 日～ 12 月 28 日
応募・問い合わせ先　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55
羽島市教育委員会事務局教育総務課
☎（392）1111（内線 6423）　FAX（391）0906
✉ kyoiku@city.hashima.lg.jp

羽島市一般廃棄物（ごみ・生活排水）処理基本計画（素案）
意見募集期間　12 月 13 日～ 1 月 12 日

羽島市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（素案）
意見募集期間　12 月 13 日～ 1 月 12 日

応募・問い合わせ先　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55
羽島市役所生活環境部生活環境課
☎（392）1111（内線 2122）　FAX（391）2100
✉ seikatsu@city.hashima.lg.jp

日　時　2 月 6 日(日)午後 2 時～
入場料
　一般 2,000 円、中学生以下 1,000 円
　（当日同額・税込・未就学児入場不可）
　※ 1 人５枚まで購入可。
チケット発売日
　電話予約 12 月 11 日( 土)午前 9 時～
　来館販売 12 月 12 日(日)午前 9 時～

はしま講談 神田伯山独演会 チケット発売日変更
　12 月に予定していましたチケット発売を変更します。
変更後の発売日
　インターネット予約 1 月 22 日( 土)午前 9 時～
　電話予約 1 月 23 日(日)午前 9 時～
　来館販売 1 月 24 日(月)午前 9 時～

休館日　12 月 7 日 (火 )・14 日 (火 )・21 日 (火 )・28 日～ 1 月 4 日

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org種別 相談日 時間

行政相談 1月 6 日 13：00~16：00

法律相談
（予約制） 12 月 8 日・24 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 12 月 6 日、1月休み 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 12 月17 日 13：00~16：00

人権相談 12 月 9 日 13：00~16：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 1月 5 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 12 月15 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 12 月 22 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 12 月 21日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

子育てハンドブック

　市では、これから出産する人や子育てをしてい
る人に、出産・子育てに関する情報をお届けする
情報誌「子育てハンドブック」をお渡ししていま
す。
　各種相談窓口や子育て中に
受けられるさまざまなサービ
スも案内していますので、子
育て中の不安解消のためにも
ぜひご活用ください。
　母子健康手帳の交付、乳幼
児健診の際にお渡しするほか、
市内私立保育園・認定こども
園、幼稚園、児童センター、地域子育て支援拠
点、図書館に設置しています。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線2522）

リニューアルオープン記念事業　シリーズ公演⑤
宇野由樹子　ヴァイオリン・リサイタル

パブリックコメント（募集）

2021.12　広報はしま

ⓒ Clara Evens

14

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
世
界
全
体
で
、
女
性
一
人
が
生
涯
に
産
む

お
子
さ
ん
の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
の
推

移
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
１
９
８
５
年
～
１
９
９
０
年
＝
３
・
44
人

▽
２
０
１
５
年
～
２
０
２
０
年
＝
2
・
47
人

　
人
口
が
横
ば
い
で
推
移
す
る
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
２
・
１
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
超

少
子
化
と
な
る
分
水
嶺
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
1
・
5
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
・
5
の

出
生
率
を
下
回
っ
た
後
に
、
回
復
し
た
国
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
我
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
も
、

年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に

1
・
45
人
と
増
加
に
転
じ
た
出
生
率
は
、
そ

の
後
、
毎
年
下
落
。
２
０
２
０
年
に
は
、

1
・
34
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
学
者
は
、
出
生
率
の
低
下
原
因
を
、

女
性
の
社
会
進
出
の
拡
大
と
、
都
市
化
の
進

展
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
男
女
の
格

差
が
縮
小
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
前
進
で
す
。
そ
の
半
面
、
女
性
に
ば
か

り
育
児
負
担
が
か
か
る
環
境
が
改
善
さ
れ
な

い
と
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
さ
ん
を
産
み
育

て
ら
れ
な
い
。
男
女
の
育
児
分
担
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
に
拍
車
が
か
か

り
、
少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
出
生
率
の
低
下
を
下
押
し
し
ま
し
た
。

民
間
経
済
研
究
所
の
試
算
で
は
、
２
０
２
１

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
1
・
29
。
出
生
数

は
、
20
年
よ
り
４
万
人
減
の
80
万
人
と
推
計

し
て
い
ま
す
。
下
落
傾
向
が
続
け
ば
、
２
０

５
０
年
到
達
前
に
我
が
国
の
人
口
は
、
1
億

人
を
下
回
る
と
い
う
数
値
さ
え
は
じ
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
働
き
場
所
は
、
飲

食
や
宿
泊
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

へ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
営
業
縮
小
が

襲
い
か
か
り
、
１
０
０
万
人
の
女
性
が
実
質

的
な
失
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
大
都
市

圏
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
、
保
育
所
へ
の

登
園
自
粛
要
請
や
小
学
校
の
一
斉
休
校
に
よ

り
、
女
性
の
多
く
は
育
児
か
仕
事
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
立
て
直
し
に
は
、
女
性

視
点
で
の
社
会
進
出
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
世
界
各
国
の
男
女
間
の
不
均
衡
を

示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
、
我

が
国
は
先
進
国
最
低
の
１
２
０
位
で
す
。

　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
。
働
き

手
目
線
で
、
制
度
や
仕
組
み
を
転
換
す
る
。

出
産
や
転
勤
な
ど
で
離
職
し
て
も
、
環
境
が

整
え
ば
復
職
で
き
る
。
女
性
ば
か
り
に
偏
っ

た
家
事
や
育
児
を
、
男
性
も
分
担
す
る
。
そ

ん
な
企
業
が
、
羽
島
市
内
で
も
増
え
始
め
て

い
ま
す
。
市
役
所
で
も
、
職
を
離
れ
て
い
た

女
性
を
対
象
に
し
た
時
短
就
業
の
募
集
を
、

全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
が
先
頭
と
な
り
、
女
性
雇
用

か
ら
活
躍
の
場
づ
く
り
を
、
強
力
に
提
唱
・

推
進
す
る
政
策
の
実
現
を
切
望
し
ま
す
。

第
88
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
減
少
す
る
出
生
率
③
」



       　写真を撮って LINE で送信
公道の舗装がめくれて穴があいていて危
ない。そんなときも LINE の通報フォー
ムで簡単に通報できます。

期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

12 月 5 日
(日)

小田内科（足近町）
☎（392）1225

ほっつ歯科医院（堀津町）
☎（398）5272

12 月 12 日
(日)

加地内科（足近町）
☎（392）6688

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

12 月 19 日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

12 月 26 日
(日)

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

12 月 30 日
( 木 )

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

正木伊藤歯科（正木町）
☎（391）3112

12 月 31 日
( 金 )

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

丸栄歯科（竹鼻町）
☎（391）2488

1 月 1 日
( 土 )

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

丸の内歯科医院（竹鼻町）
☎（322）6220

1 月 2 日
(日)

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

南谷歯科医院（小熊町）
☎（392）8848

1 月 3 日
( 月)

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

みのる歯科（福寿町）
☎（391）1082

父：野田佳伸さん　母：絵美さん　〔足近町〕

（
０
歳
9
カ
月
）

応募はコチラ 父：井上崇昭さん　母：舞美さん　〔竹鼻町〕

（
１
歳
０
カ
月
）

12 月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線 5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 12 月 21 日( 火 ) 9：15 ～ 11：15

（受付）

離乳食教室
【① 5,6 カ月児 ② 7 ～ 11 カ月児】 12 月 16 日( 木 ) ① 9：30 ～（受付）

② 10：30 ～（受付）
はみがき教室と
フッ化物塗布

【令和元年 6 月・12 月生まれ】
12 月 23 日( 木 ) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15
精神保健（こころ）の相談 12 月 21 日( 火 ) 13：30 ～ 15：30
胃・肺・大腸がん検診

【40 歳以上】
1 月 17 日( 月)

場所：資源物ストックヤード
9：10 ～ 11：20

（受付）
乳がん検診

【30 歳以上の女性】 12 月 20 日( 月)
場所：資源物ストックヤード

午前の部 
9：10 ～ 11：20

午後の部
13：10 ～ 15：20

（受付）
大腸がん検診

【40 歳以上の女性】
胃がん検診

（医療機関委託）
【50 歳以上】

令和 4 年
2 月 28 日( 月)まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）

【40 歳以上】
子宮頸がん・体がん検診

（医療機関委託）
【20 歳以上の女性】

※ 各がん検診は年度に 1 回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、検
診を受ける前に保健センターへご連絡ください。

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制で相談を受け付けています。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口 67,127 人（－ 356）・男 33,109 人・女 34,018 人
■世帯数 27,085 世帯（＋ 197） 令和 3 年 11 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

羽島市公式 LINE
道路の穴を通報
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